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「日本海水産資源研究会 成果発表会」と「食品開発と健康に関する研究会　第3回水産物加工分科会」の合同開催について
鳥取県産業技術センター食品開発研究所（所長 秋田幸一 ｱｷﾀ ｺｳｲﾁ）は、「健康」をキーワードにした食品開発を進める食品開発と健康に関する研究会の水産物加工分科会を、鳥取大学の日本海水産資源研究会成果発表会と合同で開催します。
記

日時：平成 21年 3月 16日（月）午後２時から午後６時２０分まで
場所：米子市文化ホール展示室（米子市末広町 293番地）

主催：鳥取大学、鳥取県、鳥取県産業技術センター食品開発研究所

後援：境港市
内容：
１．日本海水産資源研究会及び食品開発と健康に関する研究会の紹介 
２．日本海水産資源研究会 成果発表会
（１）基調講演

「養殖ハマチの加工残渣の有効利用－機能食品の開発事例－」

講師（独法）中央水産研究所品質管理研究室長平岡芳信氏

（２）成果発表 

（１）「とっとりの魚の美味しさと未利用魚の機能性成分」

鳥取県水産試験場、鳥取県中小家畜試験場、鳥取大学

（２）「未利用魚のうま味成分と安全性」

鳥取大学

（３）話題提供「未利用魚の有効活用について他県の事例紹介」

　　　　　　　鳥取県水産試験場

３．食品開発と健康に関する研究会 第３回水産物加工分科会
４．未利用魚試食会

  参加費：無料
「食品開発と健康に関する研究会」の概要
（１）食品関連企業と鳥取大学農学部等との意見交換会（平成17年5月27日開催：産業技術センター食品開発研究所等も参画）、鳥取大学農学部と産業技術センター食品開発研究所との意見交換会（平成17年6月17日開催）等の意見、要望を踏まえて、平成17年9月6日に設立。下部組織として、農･畜産物加工分科会、水産物加工分科会、機能性食品開発分科会を有する。
（２）本研究会は、情報交流を主体とする研究者等の自由な結合体。参加者間で合意があれば、随時、共同研究や製品開発を行う。

（３）本研究会は、「とっとり研究者ネットワークシステム（ＴＮＳ）」に参加している。

